六、羽合用水の沿革と水利紛争
１　各水利組合の沿革

天神川と羽合平野　　　天神川と東郷湖にはさまれた羽合平野は、その昔天神川が東郷池に流入しながら、いくたびそ

の成因　　　　　　　の流路を変えつつ洪水氾濫を繰り返し、そのつど奥地の土砂を運搬沖積し、またこれに、日本海
　　　　　　　　　　からの偏西風によって海砂を打ち寄せる両現象によって起きた平野であり砂丘地であろう。そし
　　　　　　　　　　て天神川は最終的に長瀬部落に沿って南側を流れ、海岸近くで橋津川と合流し日本海に流出して
　　　　　　　　　　いたが、しばしば起きる氾濫防止のため、約２００年前人工によって現在の新川方面へ堀さく導
　　　　　　　　　　流したもので、「新川部落」の名称もその名残りであろう。

羽合平野水田耕作　　　こうしてできあがった羽合平野のおよそ６３０町歩（約６３０ヘクタール）の水田耕作地帯の

地帯の用水　　　　　かんがいは、「羽合堰普通水利組合」が５１１町歩「浜新田普通水利組合」３１町歩、それに「四
　　　　　　　　　　ヶ村堰普通水利組合」８９町歩と、それぞれ受持っていた。しかし後述の各水利組合の沿革のと
　　　　　　　　　　おり、浜新田水利組合、四ヶ村堰水利組合による引水事業は、漏水、災害などによってその機能
　　　　　　　　　　は著しく低下し、もっぱら羽合堰水利組合から分水してもらって、ようやく事業を継続していた
　　　　　　　　　　状況であった。

羽合堰に頼った各　　　しかし羽合堰も構造は不完全で漏水はなはだしく、水路もしだいに溝畔がくずれて埋没し、毎

水利組合　　　　　　年のように多大の早害をこうむっていた。従って用水期には、羽合堰用水から浜新田、四ヶ村堰
　　　　　　　　　　への盗水沙汰は常習化し、組合間の紛争はもちろん、組合内における耕作者相互の水争いも毎年
　　　　　　　　　　ひん発し、ことに末流地域では夜を徹しての水番をしなければならず、農民の生活をかけての苦
　　　　　　　　　　しい状況が各地でみられた。
　このような農民の苦しみを軽減し、農業の合理化、近代化をはかるために昭和２７年に着工さ
れた「県営羽合用水改良事業」（詳細昭和後期＝農地改良事業）があるが、これと併行して行われ
た水田区画整理事業、あるいは後述の水利紛争などを理解するために、各水利組合の沿革を知る
ことが先決であると思うので、次に三水利組合が昭和２６年合併に至るまでの経過を述べてみる。
１８００年代前半　　　経過を述べる前に、羽合（富山）堰、今津堰、四ヶ村堰の変せん図（前貢）と、文政３年（１
頃作成の天神川地　　８２０）から嘉永４年（１８５１）ごろの間（文政３年頃つくられた富山堰は記入されており、
図みつかる　　　　　嘉永４年頃つくられた今津堰は記入されていない）につくられたと思われる図面（写真下）を掲
　　　　　　　　　　げておく。とくに写真は、当時の竹田川、小鴨川の状況と天神川の姿をよくあらわしており、現
　　　　　　　　　　在のようにはっきりした川筋の姿でなく、また竹田川に比して小鴨川の巾は広くなっている点に
　　　　　　　　　　注目しながら、後述の記事を読んでいただきたい。
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